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東京農工大学科学博物館とジャパンサーチ
• 工学部の中にある「蚕糸学術コレクション」

東京農工大学科学博物館と学術資料

誰も工学部に「蚕」の「浮世絵」コレクションがあると思わない！

教育・研究機関が内包する「学術資料」
は、組織統合などの変遷により資料が埋
没化しやすく、単独での資料公開には発
信に限界がある。→横断検索型ポータル
との連携の必要性

いずれも東京農工大学科学博物館資料

一次資料の被災、データの破損
などを回避する意味でも、ウェ
ブ上にデータを公開する意義が
ある。



2020年10月ジャパンサーチへの連携開始



システム構成

ジャパンサーチ

齋藤・堀井ら（２０２０）



COVID-19を背景とする学芸員実習授業のオンライン転換

これまでの実習でできな
かった資料データの活用、
デジタルの取り扱いへの着
手を試みた

対面での教育普及イベント
複数での資料整理作業



東京農工大学科学博物館とジャパンサーチ

• 授業目的：「ワーク機能」による展示の擬似体験
デジタルアーカイブの特性の理解

• 授業期間：２０２０年１０月〜１１月のうち２日間
ジャパンサーチ解説と操作説明
「ワーク機能」によるギャラリー作成とオンライン発表

※２日間の間には各自のテーマを探し、アカウント接続と操作体験をする課題を出した
・農学部学生・工学部学生 ９名
・担当教員 齊藤有里加１ 堀井洋２ 堀井美里２

ゲスト講師 小川歩美２

ジャパンサーチ「ワーク機能」を使った学芸員実習を実施

１）東京農工大学 ２）合同会社AMANE



デジタル展示構築の流れ

背景・概要の理解

検索・ワークスペースを
中心とした機能・操作の
習熟

他機関・既存ギャラリー
事例の把握

展示企画・コンセプト立案

展示対象資料の選定

解説・キャプション作成

展示の公開と発表

外部からの評価・意見の
把握・理解

評価・要望に基づいた
修正・改善の検討

I.ジャパンサーチの理解 Ⅱ.ギャラリーの作成 Ⅲ.公開と評価

評価のフィードバック・修正実施 未実施



“サンプルギャラリー”による機能説明



東京農工大学科学博物館とジャパンサーチ
受講者制作ギャラリー







・豊富な編集機能を用いて自由度の高いギャラリーを製作できる
・博物館における実際の展示設計にも応用可能なテーマ設定やシナリ
オ作成を実践することができた。
・国内の膨大な量のデジタルアーカイブを検索できる点が良かった
・理系の学生である私たちが普段の関わりの薄い美術品が多かったの
で新鮮だった
・資料を探す過程で普段見る機会のない仕様も色々見ることができた。
・資料借用の複雑な過程がなく、気になったデータをまとめる手軽さ
が良い。
・一つの企画展の構成を考えているような感覚でいかにストーリー性
を持たせて資料を組み合わせるかという部分を考えた。

ワークスペース機能の良い点（学生コメント）

東京農工大学科学博物館ニュース速報No 45より



東京農工大学科学博物館とジャパンサーチ

・製作者の個性が反映されるため楽しく実習できた一方、発信
者としての責任も感じた。
・調べたい内容に対して、どのようなワードで検索するかはか
なり重要。コツの表記があったら。
・求める情報にたどり着くまでが困難。これから利便性が高く
なると良い
・ジャパンサーチと連携していない機関の資料を使用したかっ
た場合が多々あった。

ワークスペース機能を使用した際の
改善点（学生コメント）

東京農工大学科学博物館ニュース速報No 45より



• データベース上の資料間に新たなつながりを見せる点に意義があ
る

• 空間的な制約なしに並べることができるのがデジタルアーカイブ
の長所

• 一般の人も（ワークスペースを）利用できるようになったら楽し
い

• 現在実施中の企画展作品の一部をギャラリーで展示すればどうか
特に小さな博物館に有効

• 他分野の議論を加速する存在

çワークスペース機能に対する感想・意見
（学生コメント）

東京農工大学科学博物館ニュース速報No 45より



・資料を使って「何を伝えるか？」についての視点を共有できる。
展示企画の擬似体験
・データの「引用」の視点を共有

çジャパンサーチの学芸員実習活用の利点

目録制作、撮影など資料整理中心だった学芸員実習
→資料活用視点での課題が議論できるようになった。



・引用がすぐに拾えて助かる
・自館資料の検索・閲覧機能が強化されていたら積極的に資
料を掲載するモチベーションになる。
・外国語機能の強化があったら嬉しい
・ジャパンサーチへの紐付けの簡易化
・ワーク機能は他の人とのディスカッションに有効。声をか
けるためにも、わかりやすい操作説明が欲しい

担当者から見る、ジャパンサーチの使い勝手

課題：掲載した後、どうしたらコレクションへの検索数が増えるのか？



１．繭標本資料の追加準備

２．ジャパンサーチを活用した学芸員実習の継続

３．デジタルアーカイブに関する利用者の反応評価し、
ジャパンサーチとのさらなる連携の検討の実施

ジャパンサーチ活用のさらなる展望



東京農工大学科学博物館とジャパンサーチ
資料アクセス活性化に向けた今後の展開

蚕織錦絵コレクション内のデジタルデータを活用した
「あつまれどうぶつの森」における着物の復元と大学博物館連携イベントでの活用

UMAC-UNIVERSEUM 20212021/9/1 Session 3: COVID 
Networkingにて企画紹介

着物のマイデザインは
こちら

→いろいろな形で資料へのアクセスの機会を増やしたい。



東京農工大学科学博物館とジャパンサーチ
開催予定のイベント

2021年10月8日金曜日
AMANE・東京農工大学科学博物館連携記念シンポジウム
ー新しいかたちの連携による大学博物館資料のデジタル化・発信を考えるー

→ https://fb.me/e/2JVNoK2rA
2021年10月25日月曜日
あつ森で語ろう！農工大×AMANE×女子美コラボイベント

近日公開予定！！
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